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進行性膠芽腫患者に対する増殖型遺伝子組換え単純ヘルペスウイルスG47Δを用いた遺伝子治
療（ウイルス療法）の臨床研究 

  
【研究機関名および研究代表者氏名】 

 この研究が行われる研究機関と責任者は下に示すとおりです。 
研究機関  東京大学医学部附属病院 

研究代表者 東京大学大学院医学系研究科・TRセンター（脳神経外科） 特任教授 藤堂 具紀 
 

１．はじめに 

  東京大学医学部附属病院脳神経外科では、膠芽腫の新たな治療法としてウイルス療法の臨床研究

を行っています。本文書は、あなたにこの臨床研究への協力をお願いするため、その内容などについ

て説明したものです。この臨床研究は厚生労働省の承認および本学の遺伝子治療臨床研究審査委員会

の承認を得ています。今回参加をお願いする試験は、研究の成果が臨床に役立つか否かを調査するた

めの臨床研究です。製薬会社などが行う、新薬の安全性･有用性を調べ厚生労働省の承認を得るため

の臨床試験、いわゆる治験ではありません。新しい治療薬の開発は、一般に、安全性を確かめるため

の臨床試験を行ったのち、少数の患者を対象に治療効果を調べる臨床試験を行い、その上で大勢の患

者を対象に臨床試験を行います。この臨床研究は、その最初の段階です。本試験に参加されてもあな

たの病気が良くならないかもしれません。しかし、あなたが試験に参加されることは、新しい治療法

を開発する上で、今後同じ病気を持つ他の人々の役に立ちます。試験に参加されるかどうかはあなた

の自由意思で決めて下さい。参加されなくてもそれを理由にあなたが不利益を被ることはありません。 

  あなたの病気は膠芽腫と呼ばれるものです。これまでに手術、放射線治療および化学療法などを

組み合わせて総合的な治療を行って来ましたが、病気は進行しつつあります。 

  この臨床試験はG47Δという研究開発段階の薬を使います。研究開発段階の薬ということは、ま

だG47Δは膠芽腫の治療薬として厚生労働省の承認を受けていないということです。G47Δは遺伝子組

換え型の単純ヘルペスウイルス(HSV-1)です。通常の単純ヘルペスウイルスは、口唇ヘルペスとも呼

ばれ、口唇に水疱を生じさせる原因となるウイルスですが、ごくまれに角膜炎や重症の脳炎を起こす

ことがあります。ウイルスに腫瘍細胞を殺す作用があることは以前から知られていましたが、腫瘍細
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